
鳥取県内の公共空間に
置かれている野外彫刻

http://keyword-co.net/tottori-sculpture/
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【目的と方法について】
作品を一つ一つ丁寧に取材調査し、資料として整理し、データベース化することには次のような目的が考えられる。
１. 鳥取県内に設置されている野外彫刻について、そのほとんどを網羅し、基本情報を集め、資料として学術的価値を高めること
２. これからの野外彫刻のこれからの役割を考えていく資料とすること
３. データベース化し公開することによる2 次的、3 次的な資料の有効活用への期待
４. 野外彫刻の調査を通じて、周辺の空間に対する理解を深めたり魅力を発見し、広報すること
５. 野外彫刻をキーワードとしながらまちづくり・地域活性化の可能性を探ること
調査資料のデータベース化にあたり、インターネットを有効に活用していくことを大きな特色としている。
まとめた資料、写真をWeb サイトのコンテンツとして落とし込み、ネット上のMap サービスやその他のデータと組み合わせることに
より様々な効果を期待すると同時に、多くの人々へ向けて鳥取の野外彫刻を発信していく。

【今年度の研究とプロジェクトの今後】
公開して 4 年目となったWeb サイトのアクセス解析の状況などを踏まえながら、アクセス数の多いページや検索ワードの状況から
どのような作品に興味関心が寄せられているのかを探っていく。また、県内の野外彫刻作品についてはほぼ網羅しつつある現状で、
“彫刻作品”というものの定義をどう考えるのか再考し、今後の調査の拡充とウェブサイトのブラッシュアップにつなげていきたい。
そして今後は、他のアートプロジェクトや施設、アート関連のWeb サイトとの連携も深めていきながら、地域とアートの係わりを
よりたくさんの人々に発信していきたい。

第一期公開Webサイト　2010年 3月（調査彫刻数 100点）

鳥取県内の野外彫刻分布　～GoogleMapより

Webサイト制作のフロー

第二期公開Webサイト　2011年 3月（調査彫刻数 197点） 第三期公開Webサイト　2013年 3月（調査彫刻数 287点 /2014 年 11月現在）

各彫刻作品の詳細ページ

年　　　月　　　日  AM・PM　　時　　分　気候
調査員名

彫刻タイトル

設置場所（わかれば住所まで）

設置年月日

施工主素　　材　　ブロンズ・石（黒御影・赤御影・白御影）・アルミ・木・コンクリート・その他

大きさ　　　たて　　　　　cm　　　よこ　　　　cm　　　高さ　　　　cm
作品のポイント

周辺の空間の特長

何か気づいた点

撮影ポイントチェック　※３点以上は撮影してください。　※画像サイズはなるべく大きめに

作品を画面いっぱいに（□正面・□ななめ・□真横・□後ろ）

周りの空間も入れながら（□正面・□ななめ・□真横・□後ろ）　　特徴的部分□

略地図（作品の場所）このままスキャニングして使用

作者名

野外彫刻DBP調査シート
一番の大敵は交通事故！　安全運転で！

調　査

インターネットで公開
制作開始
当初の状況 データベース化

地域と芸術を結ぶ、
芸術を地域に活かす
コンテンツへ

各作品がそれぞれ県内某所に
設置されている。
特にそれらをまとめた資料な
どは無い状態。

統一した項目シートに沿って、
基本情報、周辺環境、写真な
どを取材していく。

インターネットと連動し、収
集した材料を見せ方を工夫し
ながら魅力的なコンテンツと
してインターネットに掲載。

県内外の人々が閲覧可能。どこにどのよう
な状態の彫刻が設置されているかわかる。
さらに周辺の情報や、ストーリー性を持た
せる等の工夫で「訪れてみたい」と思わせ
る内容へ…


